
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
視
察
結
果
を
踏

ま
え
、
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

ま
す
と
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
面
接
場

所
等
に
活
用
さ
れ
、
保
護
司
の
負
担
・
不

安
の
軽
減
や
保
護
司
の
人
材
確
保
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
評
価
し
た
上

で
、
国
は
、
す
べ
て
の
保
護
司
会
に
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
で
き
る
よ
う
財
政
的

措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら

に
広
域
の
保
護
司
会
に
つ
い
て
は
複
数
の

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
提
言
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
当
管
内
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
未
設
置
の
二
つ
の
保
護
司
会
の
う
ち
、

一
つ
の
保
護
司
会
は
本
年
秋
の
仮
開
所
に
向

け
て
準
備
を
開
始
し
て
い
る
こ
と
、
も
う
一

つ
の
保
護
司
会
に
お
い
て
も
、
設
置
す
る
こ

と
に
つ
い
て
保
護
司
会
内
で
協
議
を
開
始
し

た
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
意
味
に

お
い
て
、
先
に
紹
介
し
た
議
員
に
よ
る
合
同

会
議
の
提
言
は
、
正
に
追
い
風
と
受
け
止
め

て
よ
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
秋
田
保
護
観
察
所
と
い
た
し
ま

し
て
は
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
所
等
に
つ

い
て
全
面
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
お

約
束
し
ま
す
。
更
生
保
護
関
係
者
の
皆
様

に
は
、
更
生
保
護
制
度
の
充
実
・
発
展
の

た
め
、
引
き
続
き
、
御
理
解
と
御
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
田
県
の
更
生
保
護
関
係
者
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
更
生
保
護
事
業
の
推
進
に

格
別
の
御
尽
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、当
管
内
の
十
二
地
区
保
護
司
会
中
、

十
保
護
司
会
が
既
に
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
の

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
保
護
観

察
対
象
者
や
家
族
等
に
対
す
る
保
護
司
の
面

接
場
所
と
し
て
用
い
ら
れ
、
ま
た
保
護
司
候

補
者
検
討
協
議
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
正

に
地
域
に
お
け
る
更
生
保
護
の
拠
点
と
し
て

の
機
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
保
護
司
会
の
総
会
に
出
向
き
ま

す
と
、
保
護
司
の
皆
様
が
一
様
に
「
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。
今
で

は
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
し
の
保
護
司
会

な
ど
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。」
と
言
っ
て

く
だ
さ
る
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
う
と

こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
本
年
五
月
十
七
日
、
自
民
党

の
再
犯
防
止
推
進
特
命
委
員
会
と
更
生
保

護
を
考
え
る
議
員
の
会
と
の
合
同
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
御
承
知
の
と
お
り
、

再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
は
、

こ
れ
ら
の
議
員
の
方
々
の
御
尽
力
に
よ
り
、

昨
年
十
二
月
に
成
立
・
施
行
さ
れ
た
も
の

で
す
が
、
今
回
の
会
議
で
は
、
昨
年
十
二

月
以
降
、
自
民
党
議
員
に
よ
る
全
国
各
地

追
い
風
を
受
け
な
が
ら

秋
田
保
護
観
察
所
長

五ご

島し
ま

伸し
ん

一い
ち
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理　
　

事

新
谷

明
弘

監　
　

事

木
内

幸
雄

監　
　

事

鈴
木

重
一

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
書
（
抄
）

Ⅰ

運
営
に
関
す
る
事
項

１

犯
罪
の
な
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
心

豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
築
く
こ

と
は
、
国
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。
そ
の

よ
う
な
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
く
た
め
行
っ
て
い
る
更
生
保
護

事
業
に
つ
い
て
、
広
く
県
民
へ
周
知
し
、

今
日
の
更
生
保
護
に
対
す
る
期
待
に
適

切
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

２

よ
り
一層
の
事
業
の
充
実
・
発
展
を
図

る
た
め
に
、引
き
続
き
役
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
更
生
保
護
活
動
の
啓
発
に
努
め
、

会
員
及
び
篤
志
寄
附
者
の
発
掘
と
維
持

に
努
め
、収
入
財
源
の
安
定
化
を
図
る
。

３

理
事
定
数
を
考
慮
の
上
、
理
事
の

補
充
に
努
め
、
よ
り
一
層
の
役
員
体

制
の
充
実
を
図
る
。

沢
木

則
明
様　
　

細
谷

重
直
様

小
熊

良
悦
様　
　

田
口

昭
一
様

斉
藤　
　

満
様　
　

尾
形

和
雄
様

和
田　
　

仁
様　
　

佐
藤

道
幸
様

辻　
　

良
之
様　
　

大
内

睦
子
様

大
歯

淳
子
様　
　

小
玉

勝
康
様

加
賀
谷
文
秋
様

一
金

十
万
円

八
島

國
雄
様

ユ
ー
ア
イ
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
様

一
金

六
万
円

曹
洞
宗
保
護
司
会
秋
田
支
部
様

一
金

五
万
円

ユ
ー
ア
イ
警
備
保
障
様

ユ
ー
ア
イ
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ニ
ン
グ
様

友
愛
社
様　
　
　

東
交
ビ
ル
管
理
様

役
員
名
簿

（
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
日
現
在
）

更
生
保
護
法
人
秋
田
県
更
生
保
護
援
護
協
会

理
事
長

小
畑　
　

悟

副
理
事
長

村
岡

兼
幸

副
理
事
長

沢
木

則
明

常
務
理
事

加
賀
谷
文
秋

理　
　

事

辻　
　

良
之

理　
　

事

細
谷

重
直

理　
　

事

斉
藤　
　

満

理　
　

事

工
藤

嘉
範

理　
　

事

小
熊

良
悦

理　
　

事

櫻
田

元
宏

理　
　

事

布
谷　
　

博

理　
　

事

田
口

昭
一

理　
　

事

宮
原

文
彌

理　
　

事

大
内

睦
子

理　
　

事

尾
形

和
雄

理　
　

事

和
田　
　

仁

★
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
に
お
い

て
、
三
月
二
十
二
日
及
び
四
月
十
八
日
に
理

事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
前
者
で
は
平
成

二
十
九
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
に
つ

い
て
、
後
者
で
は
平
成
二
十
八
年
度
事
業
成

績
・
収
支
決
算
に
つ
い
て
議
案
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
役
員
改
選
期
と
な
っ
て

お
り
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
三
月
十
四
日
・
四
月
二
十
六
日
評

議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

★
理
事
の
異
動（
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
日
付
）

（
新
任
）
新
谷

明
弘

（
辞
任
）
湊
屋

隆
夫

★
評
議
員
の
異
動（
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
日
付
）

（
新
任
）
桑
原

利
光

   

川
島

善
道

　
　
　
　
　

池
田

和
男

   

村
山

正
顕

　
　
　
　
　

菅　
　

永
義

   

桃
園

豊
弘

　
　
　
　
　

北
林

暢
子

   

穂
積

広
子

（
辞
任
）
藍
原　
　

博

   

藤
井

慶
昭

　
　
　
　
　

佐
藤

吉
寛

   

磯
部

知
世

平
成
二
十
九
年
一
月
以
降
に
ご
寄
附
を

寄
せ
ら
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
金

三
十
万
円

秋
田
銀
行
様　
　
　

加
賀
谷
文
秋
様

一
金

二
十
万
円

小
畑　
　

悟
様　
　

村
岡

兼
幸
様

収入の部
科　　　目 予算額 決算額

補助金等収入 658,000 564,000
寄 附 金 収 入 4,351,000 4,960,000
財 産 収 入 630,000 629,458
会 費 収 入 3,150,000 2,585,000
雑 収 入 41,000 47,000
合 計 8,830,000 8,785,458

平成28年度　秋田県更生保護援護協会収支決算
（平成28年４月１日〜平成29年３月31日）

支出の部
科　　　目 予算額 決算額

一時保護事業 922,500 781,601
事 務 費 114,500 108,601
金 品 給 与 費 400,000 343,000
就 労 援 助 費 408,000 330,000

連絡助成事業 7,309,100 6,770,549
事 務 費 1,055,100 1,047,692
啓 発 費 550,000 563,973
連 絡 調 整 費 764,000 683,384
助 成 費 4,940,000 4,475,500

管 理 費 575,600 591,977
予 備 費 22,800 0

合　　　　　　　　計 8,830,000 8,144,127

収入総額　8,785,458円　　支出総額　8,144,127円

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
書
（
抄
）

１

基
本
計
画

当
連
合
会
は
、
秋
田
保
護
観
察
所
及
び

各
地
区
保
護
司
会
と
密
接
な
連
携
を
保
ち
、

保
護
観
察
の
充
実
強
化
と
保
護
司
の
資
質

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
犯
罪
予
防
活

動
等
の
一
層
の
充
実
の
た
め
各
関
係
諸
団

体
と
の
連
携
を
密
に
し
、
再
犯
を
予
防
し
、

地
域
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域
社

会
づ
く
り
に
貢
献
し
、
更
生
保
護
事
業
の

進
展
に
努
め
る
。

役
員
名
簿

（
平
成
二
十
九
年
六
月
九
日
）

六
月
九
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
理
事
会
に
て

役
員
改
選
を
行
い
ま
し
た
。
新
役
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会　
　

長

宮
原

文
彌
（
大　
　
　

館
）

副
会
長

加
藤

忠
輔
（
秋　
　
　

田
）

副
会
長

佐
藤

進
一
（
北

秋

田
）

副
会
長

今
野

幸
悦
（
大　
　
　

曲
）

常
務
理
事

新
野

建
臣
（
潟
上
湖
東
）

理　
　

事

佐
々
木
晋
太
郎
（
秋
田
〔
東
〕）

同　
　

栁
沢

和
子
（
秋
田
〔
中
央
〕）

同

桑
原

利
光
（
秋
田
〔
臨
港
〕）

同

高
桑

和
雄
（
男　
　
　

鹿
）

同

川
島

善
道
（
潟
上
湖
東
）

同

池
田

和
男
（
能　
　
　

代
）

同

阿
部

照
芳
（
鹿　
　
　

角
）

同

村
山

正
顕
（
本　
　
　

荘
）

同

菅　
　

永
義
（
横　
　
　

手
）

同

齊
藤

茂
美
（
湯　
　
　

沢
）

同

桃
園

豊
弘
（
角　
　
　

館
）

同

進
藤
亜
津
子
（
能　
　
　

代
）

同

伊
藤

勝
子
（
横　
　
　

手
）

監　
　

事

塚
田

武
志
（
秋
田
〔
中
央
〕）

同

長
岐

直
介
（
北

秋

田
）

秋　田　更　生　保　護 第 66 号（2）平成 29 年８月１日

篤
志
者
寄
附
金
の
御
芳
名

更
生
保
護
関
係
団
体
の
動
き

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会

秋
田
県
更
生
保
護
援
護
協
会



七
月
十
九
日
、金
田
法
務
大
臣
は
、法
務

省
関
連
の
地
方
機
関（
検
察
庁
・
法
務
局
）

及
び
大
館
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
ご
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

大
館
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、企
画
調
整
保
護
司
の
執
務
状
況
や
対

象
者
面
接
場
所
・
状
況
等
、宮
原
会
長
の
説

明
に
聞
き
入
り
、質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。

執
務
室
内
の
第
67
回
社
明
ポ
ス
タ
ー
の
貼

付
を
確
認
さ
れ
、ご
自
身
の
東
京
で
の「
社
明

活
動
」の
状
況
等
も
話
題
に
さ
れ
ま
し
た
。

場
所
を
移
動
し
、県
北
地
区
保
護
司
や
関

係
者
と『
意
見
交

換
』の
場
も
設
定

さ
れ
、各
地
区
の

現
況
、要
望
等
も

出
さ
れ
ま
し
た
。

金
田
法
務
大

臣
か
ら
は
、更
生

保
護
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
設

置
・
運
営
等
で
、

各
地
域
の
地
方

自
治
体
の
長
さ

ん
と
も
連
携
が

取
れ
や
す
い
状

況
を
作
り
出
す

の
は
、『
自
分
の
仕

事
』で
あ
り
、今
後

も
、皆
様
方
の
お

力
添
え
出
来
る

よ
う
尽
力
す
る

旨
の
ご
発
言
で

締
め
く
く
り
を

さ
れ
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

交
代
（
平
成
二
十
九
年
五
月
十
六
日
）

東
北
地
方
保
護
司
連
盟
会
長

三
田
村
範
雄（
宮
城
）→
佐
藤
達
郎（
山
形
）

セ
ン
タ
ー
長

佐

藤

晴

一

四
月
、サ
ポ
セ
ン
が
正
式
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。開
所
式
は
去
る
二
月
七
日
、男
鹿

市
長
、男
鹿
警
察
署
長
、福
祉
事
務
所
長
、

秋
田
保
護
観
察
所
長
・
同
企
画
調
整
課
長

の
各
位
及
び
当
会
関
係
者
が
出
席
し
て
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ポ
セ
ン
は
市
教
育
委

員
会
の
ご
厚
意
で
、公
民
館
の
一
室
を
使

用
で
き
る
こ
と
と
な
り
、一
月
十
六
日
か

ら
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
に
企
画
調
整
保

護
司
十
二
人
で
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
昔
は
、小
学
校
で
あ
り
、そ
こ
の
二
階

の
奥
ま
っ
た
所
、教
室
の
窓
か
ら
見
え
る
も
の

は
遊
具
と
田
ん
ぼ
、来
所
者
が
帰
っ
た
後
に

聞
こ
え
る
の
は
幼
児
の
声
、セ
ン
タ
ー
活
動
を

終
え
る
と
寒
風
山
が
見
送
って
く
れ
ま
す
。

〒
〇
一
〇
︱
〇
五
〇
二

男
鹿
市
船
川
港
比
詰
字
大
沢
田
四
四
︱
四

船
川
北
公
民
館

二
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
五
︱
二
七
︱
八
五
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
同

「
理
事
長
に
就
任
し
て
」

理
事
長

小
熊

良
悦

不
惑
、
還
暦
を
さ
っ
と
過
ぎ
、
二
カ
月

前
に
古
希
と
な
り
ま
し
た
。
来
し
方
行
く

末
と
申
し
ま
す
が
人
と
し
て
生
き
る
時
間

の
限
り
が
見
え
は
じ
め
て
来
ま
し
た
。

　
　

花
未
だ
盛
り
な
れ
ど
も
、
風
に
散
る

恨
み
あ
り
、
月
傾
か
ず
と
も
、
雲
に

隠
る
る
歎
き
あ
り
。

　
　

人
の
命
の
定
ま
り
な
き
こ
と
、
悲
し

み
の
中
の
悲
し
み
な
り
。
季
節
の
移

り
変
わ
り
、
万
物
に
皆
衰
え
る
あ
る

を
伝
う
。

の
歌
が
心
に
染
み
ま
す
。

楽
し
い
、
嬉
し
い
、
感
動
、
弥
栄
、
悲

し
み
、
怒
り
、
妬
み
、
苦
し
み
と
過
ぎ
て

行
く
こ
の
世
界
。
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、

恐
ろ
し
い
時
を
過
ご
し
て
居
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

二
十
年
前
、
保
護
司
を
、
と
勧
め
ら
れ
、

そ
れ
か
ら
、
秋
田
至
仁
会
と
の
関
係
も
始

ま
り
ま
し
た
。

大
し
た
こ
と
も

出
来
ま
せ
ん

が
、
今
少
し
、

更
生
保
護
活
動

に
携
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

秋
田
至
仁
会

共
々
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

秋

田

至

仁

会

男
鹿
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
設

「
金
田
勝
年
法
務
大
臣
」
大
館
地
区
更

生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ご
視
察
！

寂
し
く
も
穏
や
か
な
り

秋
田
至
仁
会
常
務
理
事

秩
父

孝
郎

更
生
保
護
関
係
の
皆
様
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
三
月
三
十
一日
で
秋
田
至

仁
会
施
設
長
を
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

秋
田
至
仁
会
の
職
員
を
始
め
、皆
様
の
お

蔭
で
も
って
約
十一年
間
何
と
か
職
責
を
果
た

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
、本
紙
を
お

借
り
し
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
間
、更
生
保
護
施
設
への
時
の
流
れ
の

要
請
を
読
み
、そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
処
遇
体

制
・
経
営
基
盤
づ
く
り
に
努
め
、一定
の
成
果

は
出
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。

更
生
保
護
施
設
で
の
仕
事
は
、厳
し
く
、報

わ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
も
の
で
し
た
が
、誰
か

が
携
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

そ
ん
な
中
、人
間
と
し
て
成
長
で
き
る
機

会
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

一つ
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
か
ら
、保
護

司
・
更
生
保
護
施
設
・
施
設
長
と
し
て
取
材

が
あ
り
、全
国
放
送
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
、

少
し
で
も
更
生
保
護
事
業
の
普
及
宣
伝
に
な

れ
た
こ
と
で
す
。

二
つ
に
は
、「
更
生
保
護
施
設
の
今
後
の
在

り
方
検
討
会
」へ
参
加
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、

東
北
の
小
規
模
施
設
の「
井
の
中
の
蛙
」が
、

現
場
の
生
の
意
見
を
訴
え
な
が
ら
、大
き
な

視
野
で
物
事
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、こ
の
検
討
会
で
の
意
見
・

要
望
が
今
少
し
ず
つ
現
実
化
し
つつ
あ
る
喜

び
で
す
。

今
退
職
し
、少
し
の
寂
し
さ
は
あ
り
ま
す

が
、こ
れ
ま
で
の
せ
わ
し
い
人
生
で
味
わ
っ
た
こ

と
の
な
い
穏
や
か
な
気
持
ち
で
、日
々
の
散
歩

の
中
、移
ろ
い
行
く
自
然
と一体
と
な
り
、心
身

の
リ
フ
レッ
シ
ュに
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

さ
て
、ど
ち
ら
へ
行
か
う
風
が
ふ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
頭
火
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会
員
数

平
成
二
十
九
年
五
月
一
日
現
在

二
十
五
地
区

一
、九
二
〇
名

★
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

総
会

五
月
十
一
日
、
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て

秋
田
保
護
観
察
所
五
島
所
長
、
久
野
企
画
調

整
課
長
、
高
橋
主
任
保
護
観
察
官
、
秋
田
県

保
護
司
会
連
合
会
加
藤
副
会
長
を
ご
来
賓
に

お
迎
え
し
、
各
地
区
か
ら
会
員
一
三
一
名
の

参
加
の
下
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
綱
領
、
御

歌
、
会
歌
「
陽
ざ
し
の
中
で
」
の
斉
唱
の
あ

と
、
ご
来
賓
の
方
々
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し

総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
議
案
の
全
て
が
可
決
・
承
認

さ
れ
本
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

午
後
の
研
修
で
は
、
秋
田
少
年
鑑
別
所

関
谷
益
実
所
長
よ
り「
少
年
鑑
別
所
と
は
？

変
わ
ら
ぬ
使
命
と
新
た
な
役
割
に
つ
い
て
」

の
演
題
で
ご
講
話
頂
き
ま
し
た
。
昨
今
の

少
年
達
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
更
女
会

活
動
に
示
唆
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

★
五
十
四
回「
日
本
更
生
保
護
女
性
の
集
い
」

六
月
七
日
、
東
京
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル

に
お
い
て
全
国
よ
り
会
員
五
〇
〇
名
が
集

い
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
席
上
秋
田
県
よ
り

次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

・
法
務
大
臣
感
謝
状

　
　
（
大　
　

館
）
齋

藤

惠

子

・
日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

　
　
（
天　
　

王
）
大

渕

洋

子

　
　
（
男　
　

鹿
）
石

黒

温

子

　
　
（
北
秋
田
）
嶺

脇

シ
ズ
ヱ

★
今
後
の
主
な
行
事

◎
研
修
旅
行
「
両
全
会
」
参
観

　
　

九
月
六
日
~
七
日　
　
　
　
　

東
京

◎
東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

　
　

九
月
二
十
七
日
~
二
十
八
日

山
形

◎
日
本
更
生
保
護
女
性
会
員
中
央
研
修

　
　

十
月
十
七
日
~
十
九
日　
　
　

東
京

◎
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

　
　

十
二
月
初
旬　
　
　
　
　
　
　

秋
田

法
務
大
臣
感
謝
状
代
表
受
領
し
て

齋
藤

惠
子

平
成
二
十
九
年
六
月
七
日
、
第
五
十
四

回
、
日
本
更
生
保
護
女
性
の
集
い
が
東
京

有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
に
於
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
式
典
に
於
て
、
金
田
法
務
大
臣

よ
り
、
法
務
大
臣
感
謝
状
が
一
〇
〇
名
の

方
々
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
席
上
栄
誉
あ

る
代
表
に
選
ば
れ
、
壇
上
に
て
感
謝
状

を
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
時
は
、
感
謝
、

感
激
、
感
動
、
で
胸
が
一
ぱ
い
に
な
り
、

天
に
も
昇
る
心
地
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
も
皆
々
様
の
ご
配
慮
の
お
か
げ
と
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
こ
の
感

動
を
糧
と
し
、
会
員
と
共
に
地
域
に
於
て

益
々
更
生
保
護
活
動
に
励
げ
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
深
く
心
に
誓
っ
た
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

★
依
存
症
と
い
う
病
気
に
ご
理
解
を
！

人
間
は
間
違
え
る
生
き
物
で
す
。

弘
法
に
も
筆
の
誤
り
。
本
来
の
意
味
は
、

弘
法
の
よ
う
な
筆
の
達
人
で
も
時
に
は
書
き

損
な
う
こ
と
が
あ
る
、
ど
ん
な
名
人
で
も
失

敗
す
る
こ
と
は
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
道
の
達
人
で
は
な
い
人

が
何
か
間
違
え
た
場
合
に
、
こ
の
喩
え
を
用

い
る
の
は
不
適
切
な
の
で
す
が
、
達
人
で
も

名
人
で
も
な
い
人
が
失
敗
し
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
む
し
ろ
当
た
り
前
の
こ
と
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
間
は
間
違
え
る
生
き
物
で
す
。
罪
を

犯
し
て
し
ま
う
こ
と
も
、
あ
る
意
味
、
人

間
だ
か
ら
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
犯
罪
そ

の
も
の
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
も
っ
て
罪
を
犯
し

て
し
ま
っ
た
そ
の
人
を
全
否
定
し
て
し
ま

う
の
は
避
け
る
べ
き
で
す
。

覚
せ
い
剤
に
代
表
さ
れ
る
薬
物
事
犯
者

は
、
薬
物
依
存
症
と
い
う
病
気
を
有
す
る

患
者
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
犯
罪
者

と
い
う
意
識
が
強
い
た
め
か
、
こ
う
し
た

薬
物
依
存
症
患
者
の
回
復
治
療
を
受
け
入

れ
て
い
た
だ
け
る
医
療
機
関
が
秋
田
県
内

に
は
残
念
な
が
ら
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

秋
田
保
護
観
察
所
で
は
、薬
物
依
存
症（
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
も
含
む
）
が
病
気
で
あ
る

こ
と
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
年

三
回
家
族
会
を
開
催
し
て
い
る
他
、
関
係
機

関
と
の
協
議
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

毎
年
七
月
は
"社
会
を
明
る
く
す
る
運
動"

の

強
調
月
間
で
す
が
、
人
間
は
間
違
え
る
生
き

物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え
て
い

た
だ
き
、
病
気
か
ら
の
回
復
及
び
社
会
復
帰

を
目
指
す
薬
物
依
存
症
患
者
に
対
し
て
の
力

添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

詳
細
に
つ
い
て
は
追
っ
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

大沼えり子さん
（宮城県保護司）
原作映画が上映
されます。
（九月）

ら
せ
し
ま
す
。

（九月）

第
五
十
回
秋
田
県
更
生
保
護
記
念
大
会

日
時
:
十
一
月
十
日
（
金
）

開
会
:
十
二
時
十
五
分

場
所
:
秋
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

講
演
:「
わ
ら
び
座
」

代
表
取
締
役
社
長

山
川

龍
巳
氏

広
報
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秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

秋
田
保
護
観
察
所

齋藤惠子氏（代表受領）　東京にて



★
東
北
地
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
理
事
会

四
月
八
日
、
仙
台
市
で
開
催
。
秋
田
地
区

大
沢
会
員
が
地
連
会
長
と
し
て
出
席
し
た
。

★
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
総
会

五
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
に
わ
た
り
、

国
立
オ
リ
ン
ピッ
ク
記
念
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
菅
原
会
長
が
出
席
。
今
年
度
の
事

業
計
画
、
予
算
等
の
ほ
か
Ｂ
Ｂ
Ｓ
運
動
発
足

平
素
か
ら
、当
機
構
の
活
動
に
対
し
、御
理
解
と

御
支
援
を
賜
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、去
る
五
月
十
九
日
、ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
秋
田
に
お
い
て
、当
機
構
の
平
成
二
十
九

年
度
通
常
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
、定
款
の一部
変
更
に
つい
て
御

審
議
い
た
だ
き
、い
ず
れ
も
満
場一致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
こ
と
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、役
員
の
改
選
も
行
わ
れ
、会
長
、退

任
希
望
の
あ
っ
た
一
名
を
除
く
副
会
長
二
名
、

常
務
理
事
に
つ
い
て
は
、再
任
さ
れ
て
お
り
ま

す
こ
と
も
、併
せ
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
も
保
護
観
察
対
象
者
を
は
じ
め
と

す
る
刑
務
所
出
所
者
等
へ
の
就
労
機
会
の
提

供
に
努
め
る
と
と
も
に
、協
力
雇
用
主
の
更
な

る
開
拓
、そ
し
て
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
努
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、引
続
き
、

当
機
構
の
活
動
へ
の
御
理
解
と
御
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
田
保
護
観
察
所
人
事
異
動

（
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
付
）

転

入
所　
　
　

長

五
島

伸
一

（
北
海
道
地
方
更
生
保
護
委
員
会
総
務
課
長
）

企
画
調
整
課
長

久
野

昌
美

（
青
森
観

統
括
保
護
観
察
官
）

統
括
保
護
観
察
官

石
橋

大
輔

（
札
幌
観

会
計
係
長
）

会
計
係
長
保
護
観
察
官
（
被
害
者
担
当
官
）

　
　
　
　
　
　
　

鹿
ノ
又
義
晴

（
青
森
観

保
護
観
察
官
）

転
出
等

所　
　
　

長

小
玉

勝
康
（
定
年
退
職
）

企
画
調
整
課
長

本
平

利
幸

（
北
海
道
地
方
更
生
保
護
委
員
会
総
務
課
長
）

統
括
保
護
観
察
官

佐
々
木
光
栄

（
青
森
観
・
統
括
保
護
観
察
官
）

会
計
係
長

梶
原
淳
一
朗

（
福
島
観
・
会
計
主
任
）

●
転
入
者
の
あ
い
さ
つ

企
画
調
整
課
長

久ひ
さ

野の

昌ま
さ

美み

皆
さ
ん
、
た
だ
い
ま
。

一
年
の
放
牧
を
終
え

て
津
軽
か
ら
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
再
び
秋

田
の
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
で
き
る
こ
と
を
嬉

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

前
回
は
処
遇
部
門
に
お
り
ま
し
た
が
、
学

校
の
よ
う
に
席
替
え
が
あ
り
今
回
は
企
画
調

整
課
で
の
業
務
と
な
り
ま
す
。
少
し
前
ま
で

は
総
務
課
と
呼
ば
れ
て
い
た
企
画
調
整
課
で

す
が
、
僕
自
身
は
総
務
系
の
業
務
に
携
わ
っ

て
い
た
期
間
の
方
が
ず
っ
と
長
い
の
で
、
ま

さ
に
里
帰
り
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。

尤
も
、
札
幌
で
庶
務
係
長
を
し
て
い
た

頃
か
ら
丸
七
年
の
空
白
が
あ
り
、
勘
を
取

り
戻
す
の
に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
の
で
、
改
め
て
皆
さ
ん
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

統
括
保
護
観
察
官

石い
し

橋ば
し

大だ
い

輔す
け

去
る
四
月
一
日
付
け
の

人
事
異
動
で
、札
幌
保
護

観
察
所
か
ら
参
り
ま
し
た
石
橋
と
申
し
ま
す
。

元
来
、
旅
行
好
き
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

初
め
て
の
土
地
で
あ
る
秋
田
県
で
生
活
す

る
機
会
を
与
え
ら
れ
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
生
活
し
て
い
く
上
で
、
そ

の
土
地
の
食
物
が
美
味
し
い
こ
と
は
重
要

だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
秋
田
県
は

食
物
が
美
味
し
い
土
地
だ
と
思
い
ま
す
。

家
族
一
同
、
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

学
生
時
代
、
当
時
住
ん
で
い
た
大
阪
と

実
家
の
あ
る
札
幌
の
間
を
、
寝
台
特
急
日

本
海
や
特
急
白
鳥
を
利
用
し
て
移
動
し
て

い
た
の
で
す
が
、
も
っ
と
秋
田
県
内
で
途

中
下
車
し
、
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
お
け
ば
良
か

っ
た
と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

秋
田
県
の
更
生
保
護
関
係
者
の
皆
様
に
は
、

い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
計
係
長
保
護
観
察
官

（
被
害
者
担
当
官
）

鹿か
の
ま
た

ノ
又

義よ
し

晴は
る

本
年
四
月
の
人
事
異
動

に
よ
り
、青
森
保
護
観
察
所
か
ら
着
任
い
た
し
ま

し
た
鹿
ノ
又
と
申
し
ま
す
。「
鹿
ノ
又
」と
い
う
名

字
は
、宮
城
県
や
福
島
県
に
多
い
名
字
で
、私
自

身
は
宮
城
県
の
出
身
で
あ
り
、秋
田
県
に
は
住
ん

だ
こ
と
は
お
ろ
か
、観
光
に
訪
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、お
い
し
い
お
酒
と
郷
土
料
理
、

そ
し
て
温
泉
、と
魅
力
多
い
土
地
柄
に
触
れ
、も
っ

と
早
く
に
来
る
べ
き
だ
っ
た
と
後
悔
し
て
い
ま
す
。

秋
田
保
護
観
察
所
で
は
、
会
計
係
長
と
被

害
者
担
当
官
を
併
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
会
計
係
長
業
務

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
至
ら
な
い
点
も
多
々

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
努
力
す
る

所
存
で
す
の
で
、
御
指
導
、
御
鞭
撻
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

七
十
周
年
記
念
事
業
に
つい
て
協
議
さ
れ
た
。

★
秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
総
会

六
月
十
七
日
、秋
田
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
・
ア
ル

ヴ
ェで
開
催
。
今
年
度
の
事
業
及
び
予
算
に
つい

て
協
議
し
た
ほ
か
、翌
週
行
わ
れ
る
東
北
大
会
に

つ
い
て
協
議
し
た
。
総
会
に
お
い
て
、前
東
北
地

連
会
長
の
大
沢
和
浩
氏
を
顧
問
に
選
任
し
た
。

★
東
北
地
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
大
会

六
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
五
日
に
わ
た
り
、

会
津
若
松
市
で
開
催
さ
れ
、
東
北
管
内
の
Ｂ

Ｂ
Ｓ
会
員
ほ
か
関
係
機
関
約
百
名
が
参
集
。

子
ど
も
と
の
接
し
方
に
つい
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
ほ
か
Ｂ
Ｂ

Ｓ
の
魅
力
に
つい
て
話
し
合
っ
た
。

★「
ハ
ン
グ･

ル
ー
ズ
」青
年
教
室
の
通
年
開
催

秋
田
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
が
中
心
と
な
り
、
障

が
い
の
あ
る
青
少
年
と
地
域
行
事
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
余
暇
活
動
を
楽
し
む
交
流

を
通
年
で
行
っ
て
い
る
。
五
月
は
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
行
っ
た
。

★
天
使
園
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

秋
田
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
が
中
心
と
な
り
、秋

田
市
保
戸
野
に
あ
る
児
童
養
護
施
設
、聖
園

（
み
そ
の
）天
使
園
の
子
ど
も
た
ち
に
週
一

回
、毎
週
土
曜
日
午
前
九
時
か
ら
十
時
ま
で

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
。

★
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
へ
の
参
加

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
の

開
始
に
当
た
り
、
開
幕
行
事
と
し
て
七
月

三
日
に
秋
田
駅
で
関
係
機
関
や
団
体
と
と

も
に
広
報
活
動
を
行
っ
た
。

★
矯
正
展
へ
の
参
加

七
月
二
日
に
秋
田
刑
務
所
で
の
イ
ベン
ト
、矯

正
展
に
参
加
し
た
。
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
や
更
女
、観

察
所
関
係
者
で
広
報
活
動
を
行
う
ほ
か
、お

茶
会
の
補
助
を
し
た
り
秋
田
県
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

「
ス
ギ
ッ
チ
」で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
り
し
た
。

お
知
ら
せ

交
代

（
平
成
二
十
九
年
四
月
八
日
）

東
北
地
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長

大
沢
和
浩（
秋
田
）→
房
間
修
一（
山
形
）

秋　田　更　生　保　護（5）第 66 号 平成 29 年８月１日

秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟

秋
田
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構



第 67回
“社会を明るくする運動”

第67回
“社会を明るくする運動”
　　　　　　　“社会を明るくす る運動”について

　第六十七回“社会を明るくする運動” については、昨年十二月、「再犯の防止
等の推進に関する法律」が成立・施行さ れたことを受け、毎年七月の強調月間が
「“社会を明るくする運動”強調月間・再 犯防止啓発月間」となりますが、「犯罪
や非行を防止し、立ち直りを支える」と いう趣旨は変わりません。今年も新たな
広報資材が準備されておりますので、こ れらを積極的に御活用いただき、本運動
に対する地域住民の理解と協力の促進に 努めていただきますようお願いします。

総理大臣メッセージの伝達

看板新調しました

霧雨でもバザーは盛況

和やかな雰囲気で打合せ

いい掘り出し物はないのかな？

7/2矯正展

出席者勢揃いでセレモニー開始

広報活動中

ホゴちゃんクリアファイル ホゴちゃんのリーフレット

7/3秋田駅

5/22社明 推進委員
会

これからグッズ配布です

ブラウブリッツ秋田
12 人目の青い戦士

秋　田　更　生　保　護 第 66 号（6）平成 29 年８月１日



第 67回
“社会を明るくする運動”

第67回
“社会を明るくする運動”
　　　　　　　“社会を明るくす る運動”について

　第六十七回“社会を明るくする運動” については、昨年十二月、「再犯の防止
等の推進に関する法律」が成立・施行さ れたことを受け、毎年七月の強調月間が
「“社会を明るくする運動”強調月間・再 犯防止啓発月間」となりますが、「犯罪
や非行を防止し、立ち直りを支える」と いう趣旨は変わりません。今年も新たな
広報資材が準備されておりますので、こ れらを積極的に御活用いただき、本運動
に対する地域住民の理解と協力の促進に 努めていただきますようお願いします。

大館市長あいさつ

角館駅前等で広報活動

速報
大　館　7/1

秋田県警音楽隊による
オープンセレモニー

矢島小学校生徒による活動発表

本　荘　7/19

角　館　7/3 ～ 4

モデル地区

7/23サッカー

市民のつどい
秋田犬「アコ」も行進に参加

未来の J リーガーへ

ピッチで社明を PR

秋　田　更　生　保　護（7）第 66 号 平成 29 年８月１日



依
願
解
嘱

（
敬
称
略
）

三
月
三
十
一
日

柴
田

清
隆（
横　
　

手
）

四
月
三
十
日

千
葉

美
榮（
秋
田〔
中
央
〕）

五
月
三
十
一
日

三
浦

金
光（
秋
田〔
東
〕）

五
月
三
十
一
日

太
田

淳
二（
潟
上
湖
東
）

五
月
三
十
一
日

丸
谷　
　

昇（
潟
上
湖
東
）

保
護
区
変
更

二
月
一
日

築
地

龍
志

（
潟
上
湖
東
→
青
森
へ
）

任
期
満
了（
平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日
付
）

庄

司　
　
　

茂
（
秋
田〔
東
〕）

木

村　
　
　

浩
（
秋
田〔
中
央
〕）

小

林

一

夫
（
秋
田〔
中
央
〕）

藤

垣

宏

秋
（
秋
田〔
中
央
〕）

伊

藤

正

博
（
秋
田〔
臨
港
〕）

吉

原

慎

一
（
潟
上
湖
東
）

藤

井

慶

昭
（
能　
　
　

代
）

梅

田

昌

子
（
能　
　
　

代
）

藤

田　
　
　

司
（
能　
　
　

代
）

木

村

健

一
（
大　
　
　

館
）

小
笠
原

修

三
（
鹿　
　
　

角
）

木

村

洋

子
（
鹿　
　
　

角
）

田

口

信

一
（
鹿　
　
　

角
）

田

子　
　
　

誠
（
鹿　
　
　

角
）

佐

藤

吉

寛
（
本　
　
　

荘
）

佐

藤

昭

彦
（
横　
　
　

手
）

吉

田

フ

ミ
（
横　
　
　

手
）

編
集
委
員

　
　
　

櫻
田

元
宏
（
編
集
委
員
長
）

　
　
　

加
賀
谷
文
秋　
　

新
野

建
臣

　
　
　

北
林

暢
子　
　

石
黒
か
ほ
る

　
　
　

伊
藤

妙
子　
　

久
野

昌
美

　
　
　

高
橋　
　

毅　
　

菊
地

皆
美

編
集
後
記

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
田
更
生
保
護
六
十
六
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。

こ
の
度
の
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

『
学
道
用
心
集
』
四
章
「
有
所
得
の
心
を

持
っ
て
仏
法
を
修
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
」

で
、
高
祖
様
は
色
々
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま

す
。
有
所
得
、
坐
禅
を
す
る
と
何
か
良
い

事
が
あ
る
と
か
、
名
誉
や
地
位
が
上
が
る

と
か
、
金
銭
的
に
云
々
と
か
色
々
な
事
を

考
え
て
は
い
け
な
い
。

人
間
と
い
う
も
の
は
何
か
あ
る
と
、
ど

う
い
う
利
益
が
あ
る
の
か
と
、
そ
う
い
う

こ
と
を
考
え
が
ち
で
す
が
、
仏
道
修
行
に

志
す
者
は
、
そ
う
し
た
有
所
得
と
い
う
も

の
を
思
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
一
切

放
棄
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
放
棄
す
る
と
い
う
は

な
か
な
か
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
故

な
ら
人
間
は
欲
望
の
固
ま
り
だ
か
ら
で
す
。

色
々
な
欲
望
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら

怒
り
の
心
を
生
じ
、
瞋
恚
の
咎
を
生
ず
る

事
に
な
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、愚
か
な
性
質
、

無
智
の
性
質
を
仏
法
で
は
貧
・
瞋
・
痴
の

三
毒
と
申
し
ま
し
て
、
人
間
を
蝕
む
む
も

の
は
こ
の
貧
・
瞋
・
痴
の
三
つ
だ
と
教
え
る
。

こ
の
世
の
中
を
害
す
る
も
の
は
貧
り
で
あ

り
、
愚
か
さ
だ
と
い
う
こ
と
を
説
く
わ
け

で
、
そ
う
し
た
三
毒
か
ら
離
れ
る
こ
と
が

仏
道
修
行
で
あ
り
ま
す
。

櫻
田

元
宏

保
護
司
の
異
動

藍
綬
褒
章
（
更
生
保
護
功
績
）

加
賀
谷

文

秋

（
秋
田〔
中
央
〕地
区
）

更
生
保
護
以
外

瑞
宝
小
綬
章
（
法
務
行
政
事
務
功
労
）

木
内

和
雄（
元
秋
田〔
中
央
〕地
区
保
護
司
）

高
齢
者
叙
勲
（
瑞
宝
双
光
章
）

渡
邉　
　

昭
（
郵
便
功
労
）

平
成
二
十
九
年
七
月
一
日
付

叙

位
従
六
位（
平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日
付
）

保
坂

勝
信（
秋
田〔
臨
港
〕地
区
保
護
司
）

栄
誉
に
輝
く

叙
勲
・
褒
章

新
　
　
任
（
平
成
二
十
九
年
七
月
一
日
付
）

佐
々
木　
　
　

功
（
秋
田〔
東
〕）

岩

谷

文

子
（
秋
田〔
中
央
〕）

小

玉

勝

康
（
秋
田〔
中
央
〕）

高

橋

峰

子
（
秋
田〔
中
央
〕）

鎌

田

直

哉
（
男　
　
　

鹿
）

芦

名

早

苗
（
能　
　
　

代
）

高

田　
　
　

誠
（
能　
　
　

代
）

山

下

昌

子
（
能　
　
　

代
）

佐

藤

秀

子
（
能　
　
　

代
）

越
前
谷

裕

子
（
能　
　
　

代
）

虻

川

博

司
（
大　
　
　

館
）

伊

藤

雪

野
（
大　
　
　

館
）

髙

橋　
　
　

力
（
大　
　
　

館
）

工

藤

延

子
（
鹿　
　
　

角
）

齋

藤

光

春
（
本　
　
　

荘
）

佐

藤　
　
　

康
（
横　
　
　

手
）

髙

橋

和

樹
（
横　
　
　

手
）

お
く
や
み

保
坂

勝
信
（
秋
田
〔
臨
港
〕）

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日七

十
五
歳

鳥
居

史
郎
（
秋
田
〔
臨
港
〕）

　
　

平
成
二
十
九
年
四
月
十
五
日七

十
四
歳

佐
々
木
正
広
（
大
曲
）

　
　

平
成
二
十
九
年
五
月
十
二
日六

十
七
歳

大
歯

省
三
（
秋
田
〔
中
央
〕）

　
　

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
九
日六十

八
歳

春
の
叙
勲
・
褒
章

（
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日
）

平
成
二
十
九
年
度
春
の
叙
勲

及
び
褒
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た

管
内
の
更
生
保
護
関
係
者
の

方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

永
年
の
御
功
労
・
御
功
績
に

よ
り
め
で
た
く
受
章
さ
れ
ま
し

た
皆
様
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
な
お

一
層
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）
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